
お寄せいただいた意見や要望について 
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西鹿田グリーンパーク基本計画について、野球、ラグビーなど何でも使用可能なグ

ラウンドを計画すべき。また、地下はシェルターを設置すべき。 

市
か
ら
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【グラウンドの用途について】 

本市には、17 カ所の社会体育施設があり、合併後も大きな手を入れることなく利

用してきましたが、各施設とも老朽化が進んでおります。また、競技人口も変化する

中、施設によっては稼働率の低いものもあります。 

こうした状況において、社会体育施設の統廃合について、新たに運動施設を整備す

る西鹿田グリーンパークも含め、将来的にどのようなスポーツ施設・機能を、市とし

て整備・維持していくべきかの観点から、利用団体からの聞き取り等を踏まえ、次の

考え方のもと検討を行いました。 

[統廃合の考え方] 

・施設を集約し、稼働率の向上と経費の削減を図る。 

・可能な限り専用グラウンド化し、コンディションの悪化を防ぐ。 

・老朽化対策・機能向上により利便性の向上を図る。 

以上により、サッカーは子どもから大人まで団体活動が活発で、将来的にも利用需

要が見込める点から、西鹿田グリーンパークにサッカー専用グラウンドを整備するこ

ととしました。 

 

【地下シェルターについて】 

我が国に対する外部からの武力攻撃やテロなどが万が一起こった場合には、国民の

安全を守るために国や県、市が連携し、対応することとなっております。 

地下シェルターについては、現在、市では新しく地下シェルターを整備することを検

討しておりません。 

しかし、市は、市民の安全を守るため、武力攻撃やテロなどが迫り又は発生した地

域には、市から特別なサイレン音を使用した防災行政無線により、みなさんに注意を

呼びかけることとしています。 

また、万が一避難が必要な場合に備え、県が市と連携し、弾道ミサイル落下時など

に避難できるコンクリート造り等の堅ろうな施設の指定をしております。 

指定施設は、内閣官房国民保護ポータルサイトで確認することができますので、ご確

認ください。 


